
建
設
労
働
者
・
職
人
原
爆
殉
難
者
慰
霊
祭

戦
争
と
核
兵
器
の
な
い
社
会
の
実
現
へ

～
被
爆
の
悲
し
み
と
教
訓
を
未
来
へ
継
承
し
て
い
く
～

　
八
月
八
日
、
建
設
労
働
者
・
職
人
原
爆
殉
難
者
慰
霊
祭
が
、
長

崎
市
原
爆
公
園
内
「
不
戦
平
和
の
塔
」
前
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

原
爆
投
下
時
刻
の
午
前
十
一
時
〇
二
分
、
参
列
者
全
員
で
原
爆
犠

牲
者
に
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

　
黙
祷
後
、
全
建
総
連
の
鈴
木

執
行
委
員
長
、
広
島
建
労
の
髙

野
執
行
委
員
長
、
建
設
長
崎
の

佐
藤
執
行
委
員
長
が
献
花
を
行

い
ま
し
た
。
続
い
て
、
長
崎
県

下
十
四
支
部
と
全
国
各
地
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
名
水
に
よ
る
献
水
、

三
十
四
県
連
組
合
か
ら
平
和
の

祈
り
を
込
め
て
折
ら
れ
た
鶴
　

八
二
、〇
六
〇
羽
の
献
納
が
、

参
加
者
の
代
表
と
建
設
長
崎
主

婦
会
の
手
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
慰
霊
の
言
葉
で
は
、
鈴
木
執

行
委
員
長
が
「
被
爆
の
悲
し
み

と
教
訓
を
未
来
へ
継
承
す
る
決

意
を
新
た
に
す
る
。
戦
争
は
命

と
暮
ら
し
、
地
域
の
営
み
を
破

壊
す
る
も
の
で
あ
り
、
平
和
こ

そ
建
設
に
携
わ
る
者
が
技
術
を

受
け
継
ぎ
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
を
築
く
基
盤
で
あ
る
。

世
界
で
紛
争
と
核
の
脅
威
が
続

く
今
、
長
崎
・
広
島
の
歴
史
を

胸
に
、
核
兵
器
の
な
い
平
和
な

社
会
の
実
現
に
向
け
て
歩
み
続

け
る
こ
と
を
誓
う
」
と
述
べ
、

続
い
て
佐
藤
執
行
委
員
長
が

「
被
爆
者
は
長
年
、
深
い
痛
み

を
抱
え
な
が
ら
平
和
の
尊
さ
と

核
兵
器
の
非
人
道
性
を
訴
え
て

き
た
。
し
か
し
世
界
で
は
核
保

有
国
の
対
立
が
激
化
し
、
核
軍

縮
は
停
滞
し
て
い
る
。
日
本
で

も
憲
法
九
条
や
非
核
三
原
則
の

見
直
し
な
ど
、
戦
争
に
向
か
う

政
策
が
進
む
中
、
被
爆
地
と
し

て
核
抑
止
に
頼
ら

な
い
平
和
の
道
を

追
求
し
続
け
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

制
度
上
「
被
爆
者
」
と
認
め
ら

れ
て
い
な
い
被
爆
体
験
者
へ
の

救
済
も
急
務
で
あ
る
。
過
去
を

悼
む
だ
け
で
な
く
、
未
来
の
平

和
を
守
る
た
め
、
戦
争
と
核
兵

器
の
な
い
社
会
の
実
現
を
改
め

て
誓
う
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
参
列
者
一
人
ひ
と

り
が
白
菊
を
手
向
け
、
原
爆
で

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
御
霊
に

祈
り
を
捧
げ
、
ご
冥
福
を
祈
り

ま
し
た
。

佐藤執行委員長による慰霊のことば

献　花 鳥田主婦会副会長 山形主婦会会長

　
広
島
で
行
わ
れ
た
第
三
十
九

回
原
爆
犠
牲
建
設
労
働
者
・
職

人
の
碑
慰
霊
祭
に
、
建
設
長
崎

主
婦
会
を
代
表
し
て
参
列
し
、

千
羽
鶴
を
献
納
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た

　
静
か
に
手
を
合
わ
せ
な
が
ら
、

戦
争
と
は
何
か
、
そ
し
て
平
和

と
は
何
か
を
改
め
て
考
え
る
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

　
戦
争
は
、
爆
弾
や
ミ
サ
イ
ル

が
飛
び
交
う
こ
と
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
人
と
人
が
分
断
さ

れ
、
憎
し
み
や
恐
れ
に
心
を
支

配
さ
れ
る
こ
と
も
、
平
和
か
ら

遠
ざ
か
る
こ
と
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
先
人
た
ち
が
大
切
な
人
や
故

郷
、
未
来
を
守
ろ
う
と
懸
命
に

生
き
、
尊
い
命
を
捧
げ
ら
れ
た

こ
と
を
思
う
と
、
そ
の
願
い
を

未
来
へ
つ
な
い
で
い
く
責
任
を

感
じ
ま
す
。

　
平
和
は
、
た
だ
願
い
続
け
る

だ
け
で
訪
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
行
動
か

ら
生
ま
れ
る
も
の
。
一
人
ひ
と

り
の
心
に
平
和
が
あ
っ
て
こ
そ
、

社
会
の
平
和
も
築
か
れ
て
い
く

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
組
合
と
い
う
つ
な
が
り
の
中

で
、
互
い
を
思
い
や
り
、
理
解

し
あ
い
、
支
え
合
う
こ
と
も
平

和
を
つ
く
る
一
歩
で
す
。
今
回

の
千
羽
鶴
に
、
哀
悼
と
感
謝
、

そ
し
て
平
和
な
未
来
へ
の
願
い

を
込
め
、
私
た
ち
の
世
代
か
ら

次
の
世
代
へ
、
平
和
の
尊
さ
を

つ
な
い
で
い
き
た
い
と
改
め
て

思
い
ま
し
た
。

　
　
大
水
か
ず
さ

�

（
佐
世
保
中
央
支
部
）

　
昨
年
度
の
組
織
拡
大
の
取
り

組
み
で
は
、
新
た
に
三
三
七
名

の
仲
間
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
一
方
で
、
脱
退
者
は

四
八
一
名
に
の
ぼ
り
、
組
織
数

は
一
四
四
名
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。

　
近
年
の
推
移
を
み
る
と
、
令

和
三
年
以
降
は
毎
年
組
織
数
が

減
少
し
て
お
り
、
令
和
八
年
五

月
末
時
点
の
組
織
人
員
は
五
、

九
一
八
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
八
年
度
の
拡
大
目
標
に

つ
い
て
は
、
第
八
十
一
回
定
期

大
会
に
お
い
て 

年
間
四
〇
〇

名
の
拡
大
目
標
を
設
定
し
取
り

組
む
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

「
一
人
が
ひ
と
り
の
仲
間
を
組

合
へ
」
を
合
言
葉
に
、
内
部
強

化
と
脱
退
防
止
を
は
か
り
な
が

ら
、
組
織
純
増
を
め
ざ
し
て
行

動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

参
加
者

　
佐
藤
執
行
委
員
長

　
若
杉
書
記
長

　
大
水
主
婦
会
副
会
長

　
藤
村
主
婦
会
担
当

広
島
建
労 

原
爆
慰
霊
祭

８／５

【年間・前期拡大目標数】

支 部 名 年間目標 前期目標

中 央 大 浦 39 20

市 南 16 ８

東 長 崎 28 14

浦 上 西 40 20

浦 上 東 16 ８

西 彼 36 18

諫 早 48 24

大 村 30 15

島 原 33 17

佐世保中央 26 13

佐 世 保 東 33 17

佐 世 保 北 23 11

北 松 19 ９

平 戸 13 ６

合 計 400 200

令
和
八
年
度 

組
織
拡
大
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

作業主任者講習会のご案内
木造建築物の組立て等作業主任者講習会
地区 日　　　　　　程 会　　場 受　講　料

長崎
地区

令和 8年11月14日㈯～ 15日㈰
午前 ９時00分～午後 ５時00分
（受付開始：午前 ８時30分より）

建設長崎本部
（長崎市城山町17-58）

8,000円
（組合員には二千円の

助成あり）

【受験資格】�満21歳以上で、木造建築物の構造部材の組
立て又はこれに伴う屋根もしくは外壁下地
の取り付け作業に３年以上従事した経験を
有する者

【定　　員】�20名（なお、受講者が10名未満の場合は中
止する場合があります）

【受付方法】支部にて随時受付。下記の必要書類をご提
出下さい。

【必要書類】①受講申請書（実務経験欄の証明が必要）
②�運転免許証など本人確認ができる証明書
の写し
③受講料
（学院発行の作業主任者手帳を所持してい
る場合は、ご提出ください）
※証明写真は講習会当日に撮影します

※注　意� 個人事業主や一人親方層の実務経験の証明
については、自己証明の場合、第三者の証
明が ２名分必要になります。

【問い合わせ先】
長崎労働局登録教習機関
長崎県建設技術専門学院本部（TEL095-861-9261）
登録No.025-3（木建）－有効2029年11月－

LINE 公式アカウント

友だち募集中
＠062mxajp

LINE の「友だち追加」から、ID
検索するかQRコードをスキャン
してください

八
月
号
二
面
の
記
事
に
て
、
掲

載
氏
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

関
係
者
・
読
者
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
し
た
こ
と
を
、
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。
正
し
い
氏
名
は
左
記
の
通
り
で
す
。

誤◯
「
松
本
浩
二
」

↓

　
正◯
「
松
本
浩
治
」

お
詫
び

建
設
長
崎 

　
第
81
回
定
期
大
会
来
賓

福
岡
県
建
設
労
働
組
合

　
　
副
執
行
委
員
長
　
北
川
　
和
利
　
様

全
福
岡
県
建
設
労
働
組
合

　
　
副
執
行
委
員
長
　
原
　
　
広
之
　
様

大
分
県
建
設
合
同
労
働
組
合

　
　
執
行
委
員
長
　
有
村
　
雄
治
　
様

佐
賀
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

　
　
執
行
委
員
長
　
服
卷
　
治
重
　
様

鹿
児
島
県
建
設
技
能
者
組
合

　
　
執
行
委
員
長
　
中
村
　
靖
治
　
様

鹿
児
島
県
建
設
技
能
者
組
合

　
　
書
　
記
　
長
　
福
森
　
茂
広
　
様

September
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スポーツ大会（運動会）
開催のお知らせ

と　き　令和８年10月25日㈰
　　　　午前９時開会予定（雨天中止）
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労
働
安
全
推
進
大
会
（
長
崎
・
県
央
地
区
）

　
現
場
災
害
の
撲
滅
と
事
業
所

全
体
の
安
全
意
識
向
上
を
目
的

と
し
て
、
令
和
五
年
以
来
と
な

る
「
長
崎
・
県
央
地
区
労
働
安

全
推
進
大
会
」
が
、
八
月
二
十

六
日
に
セ
ン
ト
ヒ
ル
長
崎
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
各
支
部
よ
り
推

薦
さ
れ
た
、
五
年
以
上
の
労
災

無
事
故
事
業
所
、
ま
た
は
労
働

安
全
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組

む
事
業
所
に
対
し
、「
労
働
安

全
功
労
表
彰
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
長
崎
労
働
局 

労

働
基
準
部
健
康
安
全
課
長 

近

本
佳
美 

氏
に
よ
る
「
職
場
に

お
け
る
熱
中
症
安
全
対
策
に
つ

い
て
」
の
講
演
が
行
わ
れ
、
ス

ラ
イ
ド
を
用
い
た
説
明
に
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
は
真
剣
に
耳
を

傾
け
て
お
り
、
職
場
で
の
安
全

管
理
に
対
す
る
意
識
を
さ
ら
に

高
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
会
の
締
め
く
く
り
に
は
、

浦
上
西
支
部
の
村
岡
支
部
長
が

「
安
全
の
誓
い
」
を
力
強
く
宣

誓
し
、
参
加
者
全
員
が
熱
中
症

を
は
じ
め
と
す
る
労
災
事
故
撲

滅
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
て
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

（
一
社
）
長
崎
県
中
小
建
設
業
協
会

第
十
四
回
定
期
総
会�

▼
新
会
長
に
佐
藤
圭
介
氏
▲

　
令
和
八
年
七
月
二
十
四
日
、

ホ
テ
ル
セ
ン
ト
ヒ
ル
長
崎
で

「
第
十
四
回
定
期
総
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
小
宮
副
会
長
が

開
会
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
北

村
会
長
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
円

安
の
長
期
化
や
中
東
情
勢
の
不

安
定
化
で
原
油
や
生
活
関
連
物

品
が
値
上
が
り
す
る
な
か
で
の

日
銀
の
三
十
一
年
ぶ
り
の
利
上

げ
、資
材・人
件
費
の
高
騰
、担

い
手
の
高
齢
化
・
人
手
不
足
な

ど
と
い
っ
た
厳
し
い
状
況
で
適

切
な
価
格
転
嫁
が
で
き
ず
今
後

倒
産
す
る
事
業
者
が
増
加
す
る

こ
と
へ
の
懸
念
、
関
連
団
体
と

の
密
接
な
連
携
の
必
要
性
に
触

れ
、
結
び
に
会
長
職
を
十
年
間

務
め
た
こ
と
に
つ
い
て
会
員
の

皆
様
に
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
来
賓
の
長
崎
県
土

木
部
住
宅
課
の
野
口
課
長
よ
り

平
田
知
事
の
ご
あ
い
さ
つ
を
代

読
、
次
に
長
崎
県
建
産
連
の
根

〆
会
長
に
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
議
事
に
移
り
、
令
和
七
年
度

の
事
業
活
動
経
過
及
び
歳
入
歳

出
決
算
を
報
告
。
事
業
報
告
で

は
、
行
政
書
士
法
の
一
部
改
正

に
伴
う
協
会
の
対
応
や
Ｎ
Ｋ
Ｂ

行
政
書
士
事
務
所
と
の
提
携
状

況
、
建
設
業
許
可
申
請
等
に
か

か
る
講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て

も
あ
わ
せ
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
令
和
八
年
度
の
事
業

計
画
（
案
）、
歳
入
歳
出
予
算

（
案
）
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
い

ず
れ
の
議
事
に
お
い
て
も
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選

で
は
、
新
た
に
佐
藤
新
会
長
を

含
む
十
七
人
の
役
員
が
選
出
さ

れ
、
全
員
の
拍
手
で
新
役
員
が

承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
総
会
を
も
っ
て
北
村

前
会
長
と
福
田
副
会
長
が
退
任

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
佐
藤
新

会
長
か
ら
長
年
の
労
に
対
す
る

ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
と
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
村
上
副
会
長
よ
り

閉
会
の
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
、
定

期
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

【
労
働
安
全
功
労 

表
彰
者
】

㈲
植
田
瓦
工
業　
植
田　
秀
之
（
西
彼
支
部
）

中
尾
石
材
工
業　
中
尾　
　
亮
（
浦
上
東
支
部
）

㈲
タ
サ
キ
塗
装　
田
崎　
拓
郎
（
浦
上
西
支
部
）

㈱

敦

建

設　
馬
渡　
鉄
洋
（
中
央
大
浦
支
部
）

山

下

建

築　
山
下　
和
哉
（
市
南
支
部
）

寺
田
建
築
工
業　
寺
田　
政
徳
（
東
長
崎
支
部
）

林
建
築
工
業　
林　
　
一
範
（
諫
早
支
部
）

早

川

塗

装　
早
川　
和
男
（
大
村
支
部
）

小

嶺

工

業　
小
嶺　
保
三
（
島
原
支
部
）

県
北
総
支
部
青
年
部

交
流
会

～
活
気
あ
ふ
れ
る
青
年
層
の
集
い
～

　
八
月
一
日
㈯
県
北
総
支
部
青

年
部
交
流
会
を
一
年
半
ぶ
り
に

「
門
限
や
ぶ
り
」
で
開
催
し
ま

し
た
。

　
開
会
挨
拶
は
、
大
水
青
年
部

長
よ
り
、「
新
年
度
に
向
け
て

目
標
や
青
年
部
の
更
な
る
発
展

に
つ
い
て
」
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
回
は
梅
里
健
太

さ
ん
（
佐
世
保
中
央
）
の
全
国

青
年
技
能
競
技
会
出
場
の
壮
行

会
も
兼
ね
て
お
り
、
大
会
へ
の

意
気
込
み
と
決
意
を
述
べ
ら
れ
、

皆
様
か
ら
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

　

交
流
会
は
初
参
加
さ
れ
た

方
々
も
お
り
ま
し
た
が
、
美
味

し
い
食
事
と
お
酒
が
進
む
に
つ

れ
て
、
あ
ち
こ
ち
で
賑
や
か
な

雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。
同
じ

支
部
で
も
関
わ
っ
た
事
の
な
い

方
と
連
絡
先
の
交
換
な
ど
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
楽
し
い
時
間
は
早
い
も
の
で
、

最
後
は
青
年
部
か
ら
指
名

で
松
園
書
記
局
が
閉
会
挨

拶
と
締
め
を
行
い
ま
し

た
。

　
皆
様
の
声
掛
け
に
よ
り
、

新
し
く
五
名
の
方
に
も
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
組
合

員
参
加
者
数
は
二
十
四
名

と
な
り
ま
し
た
。

　
声
掛
け
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
、
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

中
央
大
浦
支
部

家
族
懇
親
会

～
暑
さ
吹
き
飛
ば
す
納
涼
会
～

　
八
月
二
十
二
日
、
中
央
大
浦

支
部
で
は
稲
佐
山
観
光
ホ
テ
ル

に
て
、
ビ
ア
ホ
ー
ル
家
族
懇
親

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
五
月
に

支
部
旅
行
会
を
計
画
し
て
い
ま

し
た
が
、
参
加
者
が
集
ま
ら
ず

延
期
と
な
っ
た
た
め
、
代
わ
り

に
今
回
初
め
て
家
族
を
含
め
た

懇
親
会
を
企
画
・
実
施
し
ま
し

た
。
当
初
は
五
十
名
程
度
の
参

加
を
見
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、

ふ
た
を
開
け
て
み
る
と
予
想
を

大
き
く
上
回
る
七
十
三
名
の
参

加
と
な
り
ま
し
た
。

　
馬
渡
支
部
長
の
カ
ン
パ
イ
の

音
頭
と
と
も
に
み
な
さ
ん
料
理

や
飲
み
物
を
堪
能
し
、
暑
さ
も

忘
れ
て
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。
支
部
行
事
や
懇
親

会
に
初
め
て
参
加
す
る
組
合

員
・
ご
家
族
も
い
て
、「
楽
し

か
っ
た
。
ま
た
参
加
し
た
い
」、

「
他
の
行
事
に
も
参
加
し
て
み

よ
う
か
な
」
と
い
っ
た
声
も
あ

り
、
今
回
の
企
画
は
大
成
功
・

大
盛
況
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
次
回
開
催
時
に
は
、

さ
ら
に
多
く
の
方
や

組
合
行
事
に
参
加
し

た
こ
と
が
な
い
方
に

も
是
非
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
支
部
の
更

な
る
活
性
化
に
つ
な

げ
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

西
彼
支
部

ペ
ー
ロ
ン
大
会

～
漕
ぎ
出
せ
西
彼
支
部
～

　
暑
い
夏
が
続
き
ま
す
が
、
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
さ
て
、
八
月
二

日
の
ペ
ー
ロ
ン
大
会
で
す
が
、
我
が
西

彼
支
部
も
参
加
し
ま
し
た
。
時
津
町
、

長
与
町
の
メ
ン
バ
ー
に
、
県
議
会
議
員

の
饗
庭
敦
子
議
員
、
元
衆
議
院
議
員
の

山
田
勝
彦
さ
ん
や
町
会
議
員
の
松
林
さ

ん
、
婦
人
部
か
ら
の
応
援
五
名
に
も
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
勝
ち
負
け
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
、

親
睦
、
融
和
、
団
結
を
テ
ー
マ
に
置
き
、

脇
川
支
部
長
が
舵
を
と
り
ま
し
た
。

　
山
田
勝
彦
さ
ん
も
二
回
の
レ
ー
ス
で

漕
が
れ
、
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
溝
上
製
材
所
さ
ん
の
倉
庫
を

お
借
り
し
て
、
反
省
会
や
打
ち
上
げ
を

行
い
ま
し
た
。
脇
川
支
部
長
は
、
和
気

あ
い
あ
い
と
時
津
町
・
長
与
町
の
メ
ン

バ
ー
が
語
り
合
う
場
が
で
き
た
こ
と
を

大
変
喜
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

�

（
尾
﨑 

光
生
）

佐藤　圭介　新会長

支部だより
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令和８年10月1日から 建退共の利回りが1.5％にかわります。
中小企業退職金共済法施行令の一部が改正され、令和8年10月1日から施行されることに伴い 
建退共の制度が下記のとおり変更されます。
退職金の予定運用利回りの引き上げに伴い、退職金額が変わります。

1. 中小企業退職金共済法に基づき5年ごとに退職金額等の見直しを行うこととされており、見直しの結果、
退職金の予定運用利回りが1.3%から1.5%に引き上げられます。

2. 令和3年10月1日以降の掛金納付があり、かつ退職金請求事由が令和8年10月1日以降の場合は、令和3
年10月1日以降の掛金納付分についても1.5%の予定運用利回りが適用されます。

3. 令和8年10月1日以前に退職金請求事由が発生する方は従来どおり1.3%のままとなります。
4. 掛金日額は変わりませんので、現在の共済証紙(320円)を継続してご使用になれます。
5. 退職金ポイントも変わりません。

（注）１. 改定後の退職金額は、請求事由発生年月日が令和8年10月1日以降となる方が対象となります。
２. 遺族請求の場合、掛金納付月数が12月以上24月未満における退職金額は、掛金相当額となります。

詳細は各支部にお問い合わせください。

①左の表は、2026年10月1日以降に加入した場合の金額です。
②退職金支給額は、21日分を1ヶ月とみなして計算した場合です。
③加入月数が23か月以下の場合は、元本割れします。12月

24月

60月

120月

240月

360月

480月

（1年）

（2年）

（5年）

（10年）

（20年）

（30年）

（40年）

24,192円

161,280円

415,296円

903,168円

1,978,032円

3,148,656円

4,449,648円

退職金額掛金納付月数

住まいる共済は、火災共済と自然災害共済を合わせた名称です。
火災・風水害・雪害から地震まで、さまざまなリスクから「住宅（建物）」と「家財」を守る保障です。
お住まいの環境や必要な保障に合わせて、最適なプランをお選びいただけます。
ご自身とご家族の毎日の安心のために、ぜひ一度ご自身の備えを見直してみませんか。
保障内容やご加入に関するご相談は、下記連絡先までお気軽にお問い合わせ下さい。
こくみん共済Coop 長崎支所 ☎：095-864-7144 佐世保支所☎：0956-25-8012

「住まいる共済」のご案内
万が一の災害に備えを！ 手頃な掛金で安心をサポート！

電話・FAX番号
メールアドレス

サイズ② 税込み金額

B２（728×515） 8,800円

税込み金額

ご希望の際は、所属支部までお問合せ下さい

仕事確保看板の注文について

名入れ項目

支　部　名

氏　　　名

住　　　所

サイズ①

A１（841×594） 11,000円

必要事項

社名・屋号

電話番号

FAX番号

建設長崎は、全国国民年金基金と「加入希望者紹介契約」を締結しています。
【国民年金基金制度とは】
　自営業者などの国民年金加入者が、一定の掛金を国民年金に上乗せして加入し、
より充実した年金を受け取る積立方式の年金です。

【加入できる人】
・国民年金の第１号被保険者で保険料を納めている方（20 ～ 59歳）
　※ただし、免除申請の人や農業者年金の人など一部を除く
・国民年金に任意加入している方（加入期間が40年未満か海外在住の方）

【特徴】
・掛金は全額「社会保険料控除」、受け取る年金は「公的年金等控除」の対象で
す。
（所得税・住民税を軽減できます）
・基本は終身年金で受け取る年金額は生涯変動せず、万が一の時は、ご遺族に一
時金が支払われます。（Ｂ型を除く）。
・掛金は一時停止や増減もでき、無理なく続けられます。
まずは資料請求！
●�国民年金基金のご加入・ご検討をお考えの方は、各支部窓口に置いてある「資
料請求用紙」をご記入の上、FAX（095-862-5281）をお送りください。

国民年基金に加入して
　　充実した年金受け取りを！

建 設 長 崎 毎月１回１５日発行　　２０２6年（令和８年）９月１５日発行第 735 号　（１９７４年５月３０日　第３種郵便物認可）�3



健康保険適用除外事業所へ　　　　
　標準報酬決定通知書提出のお願い

ご案内は ９ 月上旬に発送しております。
　社会保険適用除外を行っている各事業所が ４月～ ６月の賃金報告を提出した後、
年金事務所より各保険料の算定基礎となる「標準報酬決定通知書」が送付されます。
長建国保では、厚生労働省及び長崎県の指導により、事業所内における適用除外承
認者数の現状把握が義務付けられている為、この「標準報酬決定通知書」の写しを
提出していただくことにより各事業所に従事している従業員名を把握し、資格取
得・喪失の確認を実施しております。
●提出いただく書類
・健康保険・厚生年金保険被保険者標準報酬決定通知書の写し
※該当者がいる場合のみ・・・
・月額変更届により送付された健康保険・厚生年金被保険者
　標準報酬決定通知書の写し
「標準月額」金額欄のみ、マジック等で抹消してください。（個人情報のため。）
「氏名」、「生年月日」などは抹消しないようお願いいたします。
●提出方法
・郵送（同封の返信用封筒にて郵送ください。）
・ファックス　ＦＡＸ番号　095-861-0048
●次の事項に該当される場合、当組合までご連絡をお願いいたします。
・すでに年金事務所に対して、厚生年金の資格喪失届を提出した場合
・法人から個人事業所に変更した場合
・事業を廃止（又は倒産）した場合
　その他ご不明な点等ございましたら、所属支部または長建国保までご連絡ください。

重要

事業所健診の健診結果の
ご提出をお願いいたします。

　当組合では、加入者の医療費や介護費用の負担を抑えるため、特定健診（40歳以
上）や人間ドックを実施しています。
　特に特定健診については、受診者を増やすよう国の指導を受けており、組合では
様々な機会や広報を通じて受診推奨に努めています。
　つきましては、事業所（職場）健診を受診した方で、その健診結果の写しを組合
に提供いただくことで、特定健診の受診者として健診受診率のアップに繋がります
ので、ご協力の程よろしくお願いいたします。
● １ ．対象となる健診
・令和 ７年度（令和 ７年 ４月 １日～令和 ８年 ３月31日）に実施する健診。
● ２ ．対象者
・１．の期間中に受診された方で当組合に加入している40歳～74歳の方。
● ３ ．健診結果の提供方法
　対象者の方で、健診結果を提供いただける方がおられましたら、同封の質問票を
お一人につき一枚（コピー可）必ず添えて返信用封筒にて、ご郵送ください。
※ご案内は、「標準報酬決定通知書提出のお願い」に同封しております。

書記局員　募集！
組合では、組合活動を一緒に進め組合運営を支える書記局員を募集しています。
興味のある方は、お気軽にお問い合わせください。

【仕事内容】
　◦労働組合の運動にかかわる組織活動、宣伝活動
　◦健康保険・労働保険などの相談応対、受付事務
　◦組合イベント・会議の企画運営　ほか

【応募条件】
　◦39歳以下（キャリア形成のため）　◦ワード・エクセルが使える方
　◦普通自動車運転免許（AT限定可）

【給与】
　◦基本給＋各種手当 ※詳細はハローワーク求人票をご確認ください。

【勤務時間・休日】
　◦ ８：50～17：30　◦休日：土日祝日、年末年始、お盆

【勤務地】
　◦本部・支部事務所（県内14支部）

【応募方法】
　◦下記連絡先までお電話ください。
　　　℡095-862-7121　「書記局募集の件」とお伝えください。
　　　その後、履歴書（写真付）を提出いただいて応募となります。

登録建築大工基幹技能者講習のお知らせ
【登録基幹技能者とは】
登録建築大工基幹技能者は、建築大工分野の“現場をまとめるエキスパート”とし
て位置づけられる資格で、国土交通大臣の登録を受けた機関が実施する講習を修了
することで認定されます。また経営事項審査においても評価の対象となるほか、建
設キャリアアップシステム（CCUS）のレベル４になるための保有資格の一つに相
当し、現場の品質・工程・安全管理を担うリーダーとして評価されます。

【講習日程】
募集期間 試験日程 定員 会　　場
令和 ８年
11月17日
　～12月25日

令和 ９年
１月17日㈰
　～18日㈪ 40

福岡県会場
〒815-0031
福岡県福岡市南区清水 １ -22- ９
「福建労会館」

　【受験資格など詳細については、ホームページをご確認ください】

建設長崎メンバーズカード提携店！ 
～ ぜひご利用ください ～

コーナン PRO大塔店（佐世保市）とOK PRO住吉店（長崎市）でお会計時に
【建設長崎メンバーズカード】をご提示いただくと、税抜き合計金額から ３ ％の割
引が受けられます。（一部割引対象外の商品がございます）
※対象店舗は、「コーナン PRO大塔店」と「OK PRO住吉店」限定です。
その他の「コーナン」各店舗と「OKホームセンター」各店舗では割引は適用され
ません。ご注意ください。

【建設長崎メンバーズカード】

※建設長崎メンバーズカードを
　お持ちでない方は所属支部事務所へ！

コーナン PRO　大塔店　店舗情報
住　　所　〒852-8137�
　　　　　佐世保市大塔町 ８－62
営業時間　平日･土曜日： ７：00～21：00�
　　　　　日曜日： ８：00～20：00
電話番号　0956-33-8220

OK PRO　住吉店　店舗情報
住　　所　〒852-8137�
　　　　　長崎県長崎市若葉町 2－23
営業時間　平日･土曜日： ６：30～20：00�
　　　　　日曜日： ９：00～20：00
電話番号　095-849-1210�
FAX番号　095-847-3148

※�店舗情報は変更となる場合があります。最新の情報は、各店舗の公式ホームページをご
確認ください。

※規定料金が異なる場合がございます。各温泉施設までお問合せ下さい。
2026.9.1 現在

消費税
10％ 指定温泉名称 利用区分 温泉施設内

場所
平日料金

規定料金
割引料金

メンバーズカード
提示

補助券の額
（温泉券利用）

利用者負担
（自己負担）

所在地
電話番号休日料金

長
　
崎
　
・
　
西
　
彼
　
地
　
区

稲佐山温泉　アマンディ 大人 830円 － ▲300円 530円 長崎市曙町39-38
095-862-5555

令和 ８ 年11月より内装工事に伴い温泉補助券の利用が令和 ８ 年10月 １ 日から温泉補助券が利用できません。ご注意ください。

i＋Land nagasaki
（旧）やすらぎ伊王島 大人

ホテル側

平日 800円 ▲100円 ▲300円 400円

長崎市伊王島町 １ 丁目3277-7
095-898-2202

休日 1,000円 ▲100円 ▲300円 600円

しまかぜ

平日 800円 ▲100円 ▲300円 400円

休日 1,000円 ▲100円 ▲300円 600円

喜道庵 大人 1,000円 － ▲300円 700円 西彼杵郡長与町岡郷2762-1
095-887-4126

道の尾温泉 大人 800円 － ▲300円 500円 西彼杵郡長与町高田郷284
095-856-2631

県
　
央
　
地
　
区

サンスパ
おおむら　ゆの華 大人 820円

▲120円
【メンバーズカード

有無に関わらず】
▲300円 400円 大村市森園町663-3

0957-50-1126

青雲荘 大人 880円 － ▲300円 580円
雲仙市小浜町雲仙500-1

0957-73-3273
小地獄温泉館 大人 500円 － ▲300円 200円

望洋荘

大人（高校生以上）
［ 7：30～16：30］ 550円 － ▲300円 250円

雲仙市小浜町南本町10
0957-74-3141

大人
［16：30～21：30］ 330円 － ▲300円 30円

雲仙市にお住いの方のみ
（保険証・運転免許証をご提示ください）

大人（60歳以上）［ ７：30～21：30］
209円 差額は返金されません。 0円

いいもり月の丘 大人 520円 － ▲300円 220円 諫早市飯盛町平古場279番地
0957-28-4141

県
　
北
　
地
　
区

国民宿舎　くじゃく荘 大人 750円 － ▲300円 450円 東彼杵郡川棚町小串郷272
0956-82-2661

川棚大崎温泉
しおさいの湯 大人 700円 － ▲300円 400円 東彼杵郡川棚町小串郷237

0956-82-6868

ザ・パラダイス
ガーデン サセボ（※ １） 大人 900円 － ▲300円 600円 佐世保市崎岡町853-12

0956-39-4800

ホテルローレライ
ばってんの湯（※ １） 大人 800円 ▲160円 ▲300円 340円 佐世保市南風崎町449

0956-59-3939

はさみ温泉　湯治楼

大人 平日 800円 － ▲300円 500円 東彼杵郡波佐見町長野郷
558-3

0956-76-9008大人 土・日・祝 850円 － ▲300円 550円

鹿町温泉　やすらぎ館 大人 660円 － ▲300円 360円 佐世保市鹿町町土肥ノ浦169-2
 0956-66-2617

サムソンホテル 大人 1,000円 － ▲300円 700円 平戸市田平町野田免210-6
0950-57-1110

（※ １）毎月26日「風呂の日」は規定料金が半額となり、補助券の使用は出来ません。

長崎県建設事業国民健康保険組合指定温泉一覧表

組合指定温泉施設について
●稲佐山温泉　アマンディ
　令和 ８ 年11月より内装工事に伴い、令和 ８ 年10月 １ 日より温泉補助券の利用
が出来ません。ご注意ください。

建 設 長 崎毎月１回１５日発行　　２０２6年（令和８年）９月１５日発行 （１９７４年５月３０日　第３種郵便物認可）　第 735 号 �4
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